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第４章 市民アンケート調査結果

４－１ 調査概要 

調査目的：将来の嬉野市のためのコンパクトなまちづくりに関する市民意向を把握するた

め。 

調査対象：満 18 歳以上の市民から無作為に抽出した 2,500 人 

調査期間：平成 29 年１月 26 日に発送。平成 29 年２月２日締め切り 

調査方法：郵送による配布・回収 

回収数 ：905 票（回収率 36.2％） 

４－２ 調査結果（概要） 

１． 回答者の属性 

性別 「男性」42.2％、「女性」57.1％。 

年齢 「60 歳代」30.8％、「70 歳代

以上」19.7％、「50 歳代」16.9％

の順で比率が高く、「60 歳代」

と「70 歳代以上」を合計すると、

回答者のほぼ半数以上。 

居住小学校区 「嬉野」が 48.3％でもっとも高

く、次いで「轟」16.5％、「塩田」

11.0％、「大草野」10.7％。「吉

田」「大野原」の回答者は少ない。 

年齢別では、「嬉野」は全小学校

区の中で唯一「30 歳代」以下が

２割を超えている。「大草野」「轟」

「久間」「五町田」では「60 歳

代」以上の比率が高い。 

家族構成別では、「嬉野」「轟」「五

町田」で「単身」、「塩田」で三世

代以上家族の比率がやや高くな

っている。また「大草野」「久間」

「五町田」では「二世代家族」の

比率が高い。 

10歳代

0.8% 20歳代

5.9%

30歳代

10.8%

40歳代

14.9%

50歳代

16.9%

60歳代

30.8%

70歳代以上

19.7%

無回答

0.2%

吉田

0.1%

大草野

10.7%

大野原

0.2%

嬉野

48.3%

轟

16.5%

久間

7.0%

塩田

11.0%

五町田

6.0%

無回答

0.2%



第４章 市民アンケート調査結果 

61 

家族構成 「二世代家族（親と子）」が

39.7％でもっとも高く、次いで

「夫婦のみ」25.0％、「単身」

21.8％、「三世代以上家族（親と

子と孫）」10.1％。 

同居する家族について、「乳幼児

（小学校就学前）」が「いる」は

9.3％、「小学生・中学生」が「い

る」は 15.0％、「高齢者（65 歳

以上）」が「いる」は 39.9％。 

居住形態 「持ち家（一戸建て）」が 73.8％

と 7 割以上を占める。次いで「民

営の借家」17.3％となり、「持ち

家（一戸建て）」と「民営の借家」

で 9 割を超える。 

職業 「会社員・公務員・団体職員など」

が 33.4％でもっとも高く、次い

で「無職」21.1％、「パート・ア

ルバイトなど」15.2％、「自営業

（自由業を含む）」13.7％。 

単身

21.8%

夫婦のみ

25.0%

二世代家族

（親と子）

39.7%

三世代以上家

族（親と子と

孫）

10.1%

その他

3.2%
無回答

0.3%

9.3%

15.0%

39.9%

52.6%

48.6%

41.0%

38.1%

36.4%

19.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児（小学校就学前）

小学生・中学生

高齢者（65歳以上）

１．いる ２．いない 無回答

持ち家（一戸

建て）

73.8%

持ち家（マン

ション）

0.8%

民営の借家

17.3%

公営住宅

1.7%

社宅・寮・宿舎

2.5%

その他

3.4% 無回答

0.6%

自営業（自由

業を含む）

13.7%

会社員・公務

員・団体職員

など

33.4%パート・アル

バイトなど

15.2%
派遣・嘱託・契

約社員

3.5%

専業主婦・専

業主夫

8.1%

学生（予備校

生を含む）

1.3%

無職

21.1%

その他

3.3%

無回答

0.3%
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２． お住まいの地域の環境 

①食料品や飲料などの買い物に最もよく利用するお店

[要約] 

「10 分以内」の店舗利用が 7 割以上。「自動車」での移動が約８割。居住地域の店

舗利用が多いが、「大草野」「久間」「塩田」「五町田」では「市外」の利用が多い。 

週１～２回以上の利用が８割以上。 

場所 小学校区は「嬉野」が 52.7％でもっとも高く、次いで「市外」18.2％、

「轟」10.6％。 

居住地別では「嬉野」居住者の 86.4％が買物をする場所も「嬉野」と

回答。 

「大草野」「久間」「塩田」「五町田」居住者で「市外」で買い物をする比

率が高い。特に「久間」では 61.9％が「市外」と回答。 

移動手段 「自動車」が 79.9％を占め、次いで「徒歩」11.4％、「自転車」4.5％。 

居住地別では「嬉野」「轟」で「徒歩」と「自転車」の比率がやや高い。 

年齢別では「10 歳代」で「徒歩」と「自転車」と「オートバイ（原付

含む）」、「20 歳代」「60 歳代以上」で「徒歩」がやや高い比率。 

所要時間 「10 分以内」が 36.6％、「5 分以内」が 33.9％で、7 割以上が「10

分以内」の店舗を利用。 

居住地別では「嬉野」「轟」で「5 分以内」の比率が高い。 

年齢別では「10 歳代」30 歳代」で「5 分以内」の比率がやや高いが、

全体の傾向としては大きな差は見られない。 

利用頻度 「週に 1～2 回」が 58.0％を占め、次いで「ほとんど毎日」が 27.8％

で、8 割以上が「週に 1～2 回以上」利用している。 

満足度 「やや満足」が 52.3％を占め、次いで「満足」が 32.9％で、合計する

と 8 割以上が「概ね満足」と回答。 

「やや不満」「不満」と回答した場合の理由は、「品揃え」が 59.5％を

占め、次いで「交通アクセス」が 18.9％。居住地別では「久間」で「交

通アクセス」が 60.0％と目立って高い。年齢別では「50 歳代」「70

歳代以上」で「交通アクセス」の比率が比較的高い。 

32.6%

0.7%

2.0%

100.0%

43.5%

50.0%

86.4%

30.6%

4.0%
1.9%

3.0%

59.7%

25.4%

1.0%

11.1%

38.4%

9.4%

0.2%

32.1%

22.8%

4.8%

3.7%

61.9%

48.5%

49.1%

1.1%

50.0%

4.8%

6.0%

1.6%

6.1%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉田(1人)

大草野(92人)

大野原(2人)

嬉野(434人)

轟(134人)

久間(63人)

塩田(99人)

五町田(53人)

吉田 大草野 大野原 嬉野 轟 久間 塩田 五町田 市外 無回答
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②生活用品（洗剤・衛生用品等）の買い物に最もよく利用するお店

[要約] 

「10 分以内」の店舗利用が６割以上。「自動車」での移動が約８割。「嬉野」の周

辺では「嬉野」の店舗、「塩田」周辺では「市外」の店舗の利用が多い。 

週１～２回以上の利用が約５割。 

場所 小学校区は「嬉野」が 61.3％でもっとも高く、次いで「市外」23.1％、

「轟」4.7％。 

居住地別では「嬉野」居住者の 87.8％が買物をする場所も「嬉野」と

回答。 

「大草野」「久間」「塩田」「五町田」居住者で「市外」で買い物をする

比率が高い。特に「五町田」居住者の 75.9％が「市外」と回答。 

移動手段 「自動車」が 81.6％を占め、次いで「徒歩」9.0％、「自転車」4.9％。 

居住地別では「嬉野」で「徒歩」、「轟」で「自転車」の比率がやや高

い。 

年齢別では「10 歳代」で「自転車」と「オートバイ（原付含む）」、「50

歳代代以上」で「徒歩」がやや高い比率。 

所要時間 「10 分以内」が 38.1％、「5 分以内」が 27.6％で、6 割以上が「10

分以内」の店舗を利用。 

居住地別では「嬉野」「轟」で「5 分以内」の比率が高い。 

年齢別では「20 歳代」30 歳代」で「5 分以内」の比率がやや高い。 

利用頻度 「週に 1～2 回」が 52.4％を占め、次いで「月に 2～3 回程度」が

33.9％。 

満足度 「やや満足」が 51.0％を占め、次いで「満足」が 38.7％で、合計す

ると約 9 割が「概ね満足」と回答。 

「やや不満」「不満」と回答した場合の理由は、「品揃え」が 43.2％、

「交通アクセス」が 33.8％。居住地別では「久間」で「交通アクセス」

が 50.0％とやや高い。年齢別では「50 歳代」で「交通アクセス」の

比率が比較的高い。 

11.3%

1.2%

1.6%

0.2%

100.0%

67.0%

50.0%

87.8%

62.2%

3.2%

8.0%

1.9%

1.2%

25.9%

12.7%

1.0%

6.3%

16.0%

5.6% 14.8%

19.6%

5.5%

7.0%

69.8%

69.0%

75.9%

2.1%

50.0%

4.1%

4.9%

6.3%

6.0%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉田(1人)

大草野(97人)

大野原(2人)

嬉野(434人)

轟(143人)

久間(63人)

塩田(100人)

五町田(54人)

吉田 大草野 大野原 嬉野 轟 久間 塩田 五町田 市外 無回答
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③買い回り品（家電・家具等）の買い物に最もよく利用するお店

[要約] 

「15 分を超える」の店舗利用が 7 割近く。「自動車」での移動が約８割。「市外」

の利用が多い。 

年に数回の利用が６割以上。 

場所 「市外」が 73.6％で目立って高く、次いで「嬉野」15.1％。 

居住地別でも「市外」の比率が高い。 

「嬉野」居住者の 23.3％が買物をする場所も「嬉野」と回答。 

移動手段 「自動車」が 82.7％を占め、それ以外の回答の比率は低い。 

居住地別では「嬉野」「轟」で「徒歩」「自転車」の比率がやや高い。

年齢別でもすべての年代で「自動車」の比率が高い。 

所要時間 「25 分以上」が 27.2％でもっとも高い比率となり、次いで「20 分

以内」が 20.5％、「25 分以内」が 19.0％で、7 割近くが「15 分を

超える」の店舗を利用。 

居住地別では「久間」「塩田」で「15 分以内」、「五町田」で「10 分以

内」の比率がやや高い。 

年齢別では年代が上がるにつれて、所要時間が短くなる傾向にある。 

利用頻度 「年に数回」が 65.4％を占め、次いで「月に 2～3 回程度」が 22.3％。 

満足度 「やや満足」が 55.0％を占め、次いで「満足」が 25.4％で、合計す

ると約 8 割が「概ね満足」と回答。 

「やや不満」「不満」と回答した場合の理由としては、「交通アクセス」

が 47.2％、「品揃え」が 27.6％。居住地別では「久間」で「交通アク

セス」が 100.0％と高い。年齢別では「30 歳代以下」で「交通アク

セス」の比率が高いが、「70 歳代以上」では「品揃え」が 47.1％と高

い比率。 

5.2% 7.2%

23.3%

17.4%

3.2%

0.5%

13.4%

4.8%

5.0%

1.0%

11.1%

100.0%

81.4%

50.0%

68.4%

62.4%

88.9%

91.0%

83.3%

5.2%

50.0%

7.8%

6.7%

3.2%

4.0%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉田(1人)

大草野(97人)

大野原(2人)

嬉野(437人)

轟(149人)

久間(63人)

塩田(100人)

五町田(54人)

吉田 大草野 大野原 嬉野 轟 久間 塩田 五町田 市外 無回答
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④最もよく利用するかかりつけの病院や診療所への通院（該当する方のみ）

[要約] 

「10 分以内」の施設利用が６割以上。「自動車」での移動が約８割。「嬉野」の周

辺では「嬉野」の施設、「塩田」「五町田」では居住地域の施設、「久万」では「市

外」の利用が多い。 

年に数回の利用が約６割。 

場所 「嬉野」居住者の 77.0％が「嬉野」と回答。 

「久間」「塩田」「五町田」居住者で「市外」の比率が高い。特に「久

間」居住者の 44.3％、「五町田」居住者の 31.5％が「市外」と回答。 

移動手段 「自動車」が 76.5％を占め、次いで「徒歩」12.1％、「自転車」3.6％。 

居住地別では「嬉野」「轟」で「徒歩」と「自転車」の比率がやや高い。 

年齢別では「10 歳代」で「自転車」、「60 歳代」「70 歳代以上」で「徒

歩」がやや高い比率。 

所要時間 「10 分以内」が 34.8％、「5 分以内」が 27.0％で、6 割以上が「10

分以内」の施設を利用。 

居住地別では「嬉野」「轟」で「5 分以内」の比率が高い。 

年齢別では「40 歳代」「50 歳代」で「5 分以内」の比率がやや高い。 

利用頻度 「年に数回」が 58.5％を占め、次いで「月に 2～3 回程度」が 30.6％。 

満足度 「やや満足」が 48.6％、「満足」が 36.9％で、合計すると 8 割以上

が「概ね満足」と回答。 

「やや不満」「不満」と回答した場合の理由は、「診療科目」が 33.0％、

次いで「交通アクセス」が 25.0％、「その他」が 25.0％。「その他」

の理由は、待ち時間の長さや駐車場が少ないなど。居住地別では「久

間」で「交通アクセス」が 60.0％と目立って高い。年齢別では「20

歳代」「60 歳代」「70 歳代以上」で「交通アクセス」の比率が比較的

高い。 

0.5%

0.7%

36.1%

3.7%

2.7%

3.3%

6.1%

1.9%

0.5%

1.6%

100.0%

44.3%

50.0%

77.0%

58.9%

8.2%

12.2%

14.8%

1.0%

3.9%

26.0%

1.0%

13.1%

1.0%

1.0%

0.2%

18.0%

45.9%

16.7%

0.2%

0.7%

8.2%

2.0%

27.8%

11.3%

6.5%

3.4%

44.3%

20.4%

31.5%

5.2%

50.0%

7.6%

7.5%

3.3%

12.2%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉田(1人)

大草野(97人)

大野原(2人)

嬉野(434人)

轟(146人)

久間(61人)

塩田(98人)

五町田(54人)

吉田 大草野 大野原 嬉野 轟 久間 塩田 五町田 市外 無回答
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⑤保育園・幼稚園等の利用（該当する方のみ：126 人）
[要約] 

「10 分以内」の施設利用が６割以上。「自動車」での移動が約７割。居住地域内の

施設利用が多い。 

ほとんど毎日の利用が約５割。 

場所 小学校区は「嬉野」が 54.7％でもっとも高く、次いで「市外」12.2％、

「塩田」7.5％。 

居住地別ではそれぞれの小学校区内での利用が多い。特に「久間」「五

町田」「塩田」「嬉野」では、7 割以上が居住地と同じ小学校区の「保

育園・幼稚園等」を利用。 

移動手段 「自動車」が 67.2％を占め、それ以外の回答の比率は低い。 

居住地別では「久間」「塩田」「五町田」で「徒歩」の比率がやや高い。

年齢別は 50 歳代以上で「徒歩」の比率が高い。 

所要時間 「10分以内」が33.3％でもっとも高く、次いで「5分以内」が31.0％、

「15 分以内」が 11.1％で、6 割以上が「10 分以内」の施設を利用。 

居住地別では「久間」「塩田」、年齢別では「30 歳代」で「5 分以内」

の比率がやや高い。 

利用頻度 「ほとんど毎日」が 52.4％、次いで「年に数回」11.9％、「週に 1

～2 回」6.3％の順。 

満足度 「満足」が 36.5％、「やや満足」が 28.6％で、合計すると 6 割以上

が「概ね満足」と回答。 

「やや不満」「不満」と回答した場合の理由は、「交通アクセス」が

46.2％、「その他」が 15.4％。「その他」の内容は、「土砂警戒区域に

あること」や「利用時間について」。居住地別では該当人数が少ないも

のの、「交通アクセス」の比率が高い。年齢別では「50 歳代」で「交

通アクセス」の比率が高い。 

100.0%

3.1%

41.7%

9.4%

6.3%

33.3%

71.9%

31.3%

1.6%

50.0%

85.7% 14.3%

75.0%

22.2%

12.5%

77.8%

25.0%

14.1%

12.5%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉田(1人)

大草野(12人)

大野原(0人)

嬉野(64人)

轟(16人)

久間(7人)

塩田(16人)

五町田(9人)

吉田 大草野 大野原 嬉野 轟 久間 塩田 五町田 市外 無回答
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⑥通所型の高齢者福祉施設（デイケアセンター、デイサービスセンターなど）の利用（該

当する方のみ：91 人）
[要約] 

「10 分以内」の施設利用が約５割。「自動車」での移動が約５割。おおむね居住地

域内の施設利用が多いものの、「大草野」で「市外」、「轟」で「嬉野」、「塩田」で

「五町田」の比率がやや高い。 

週に 1～2 回の利用が約３割、ほとんど毎日が約２割。 

場所 小学校区は「嬉野」が 44.0％でもっとも高く、次いで「五町田」12.1％、

「市外」9.9％、「塩田」8.8％。 

居住地別では概ね同じ小学校区内での利用が多いものの、「大草野」で

「市外」、「轟」で「嬉野」、「塩田」で「五町田」の比率がやや高い。 

移動手段 「自動車」46.1％、「徒歩」15.7％、その他「14.6」％、「バス」10.1％。

「その他」の内容は「送迎」が多い。 

居住地別では「五町田」で「徒歩」、「久間」で「バス」の比率がやや

高い 

年齢別は 50 歳代以上で「徒歩」の比率が高い。 

所要時間 「10分以内」が 28.6％でもっとも高く、次いで「5分以内」が 22.0％、

「15 分以内」が 12.1％で、ほぼ 5 割が「10 分以内」の施設を利用。 

居住地別では「轟」「塩田」、年齢別では「40 歳代以上」で「5 分以内」

の比率がやや高い。 

利用頻度 「週に 1～2 回」が 25.3％、次いで「ほとんど毎日」19.8％、「年に

数回」16.5％の順となっている。 

満足度 「満足」が 35.2％、「やや満足」が 28.6％で、合計すると 6 割以上

が「概ね満足」と回答。 

「やや不満」「不満」と回答した場合の理由は、「交通アクセス」が

36.4％、「その他」が 45.5％。「その他」の内容は、「設備」「狭い」

「スタッフが少ない」など。居住地別・年代別では該当人数が少なく、

傾向を読み取ることは難しい。 

20.0% 20.0%

71.1%

41.2%

4.4%

29.4%

33.3%

2.2%

16.7%

50.0%

14.3%

5.9%

16.7%

40.0%

71.4%

40.0%

6.7%

11.8%

16.7%

14.3%

20.0%

15.6%

11.8%

16.7%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉田(0人)

大草野(5人)

大野原(0人)

嬉野(45人)

轟(17人)

久間(6人)

塩田(10人)

五町田(7人)

吉田 大草野 大野原 嬉野 轟 久間 塩田 五町田 市外 無回答
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３． 徒歩での生活について 

※以下の①から⑤は、自家用車の運転ができなくなり、徒歩で生活することになった

場合を想定して回答していただいた。

①日常的に利用する施設まで、自宅から徒歩で何分ぐらいであれば利用しますか？下の

選択肢から１つ選び、番号を○で囲んでください。

「10 分以内」が 36.1％でも

っとも高く、次いで「15 分

以内」が 25.3％、「5 分以内」

が11.0％で、半数近くは「10

分以内」の施設を希望。 

居住地別 回答者数の少ない「吉田」「大野原」以外は概ね似通った傾向だが、「塩

田」で「10 分以内」が 50.0％と高い。 

年齢別 「10 歳代」で「5 分以内」がやや高い比率。若いほど時間が短くなる

傾向。 

5分以内

11.0%

10分以内

36.1%

15分以内

25.3%

20分以内

13.9%

25分以内

5.1%

25分以上

5.2%

無回答

3.4%
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②仮に市街地にお住まいになっていると想定してお答えください。自宅から徒歩で行け

る範囲に欠かせない生活サービス施設について、あてはまるものすべてを〇で囲んで

ください。

「食料品・飲料等の店舗」93.9％、「生活用品（洗剤・衛生用品等）の店舗」86.3％、

「郵便局や銀行」84.4％、「コンビニエンスストア」67.5％、「バス停」65.2％。

特に上位の 3 項目はいずれも 8 割を超える高い比率。 

居住地別 回答者数の少ない「吉田」「大野原」以外は、全体の比率と概ね似通っ

た傾向。 

「診療所」で「大草野」と「塩田」、「バス停」で「大草野」「久間」「五

町田」の比率がやや高い。 

年齢別 全体と同様の傾向。「保育園・幼稚園等」で子育て世代である「30 歳

代」、「図書館」で「10 歳代」の比率が他年代よりやや高い。 

「高齢者福祉施設」は年代が高くなるに連れて、比率が高い傾向。 

件数

850

781

232

611

459

504

152

298

287

764

205

590

317

34

8

16

6,108

３．買い回り品（家電・家具等）の店舗

４．コンビニエンスストア

５．大規模病院

６．診療所

７．保育園・幼稚園等

８．公民館（集会所）等

選択肢

１．食料品・飲料等の店舗

２．生活用品（洗剤・衛生用品等）の店舗

１５．特になし

無回答

計

９．高齢者福祉施設

１０．郵便局や銀行

１１．図書館

１２．バス停

１３．身近に利用できる公園や広場

１４．その他

93.9%

86.3%

25.6%

67.5%

50.7%

55.7%

16.8%

32.9%

31.7%

84.4%

22.7%

65.2%

35.0%

3.8%

0.9%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③仮に集落にお住まいになっていると想定してお答えください。自宅から徒歩で行ける

範囲に欠かせない生活サービス施設について、あてはまるものすべてを〇で囲んでく

ださい。

「食料品・飲料等の店舗」90.5％、「生活用品（洗剤・衛生用品等）の店舗」79.2％、

「郵便局や銀行」75.0％、「日常の交通手段（路線バスやコミュニティバスなど）」

68.4％。 

居住地別 回答者数の少ない「吉田」「大野原」以外は、全体の比率と概ね似通っ

た傾向。 

年齢別 全体と同様の傾向。「保育園・幼稚園等」で子育て世代である「30 歳

代」、「図書館」で「10 歳代」の比率が他年代よりやや高い。 

「高齢者福祉施設」は年代が高くなるに連れて、比率が高くなる傾向。 

件数

819

717

183

492

300

535

123

325

268

679

119

619

236

27

13

32

5,487

４．コンビニエンスストア

５．大規模病院

６．診療所

選択肢

１３．身近に利用できる公園や広場

１４．その他

１５．特になし

無回答

計

７．保育園・幼稚園等

８．公民館（集会所）等

９．高齢者福祉施設

１０．郵便局や銀行

１１．図書館

１２．日常の交通手段（路線バスやコミュニティバスなど）

１．食料品・飲料等の店舗

２．生活用品（洗剤・衛生用品等）の店舗

３．買い回り品（家電・家具等）の店舗

90.5%

79.2%

20.2%

54.4%

33.1%

59.1%

13.6%

35.9%

29.6%

75.0%

13.1%

68.4%

26.1%

3.0%

1.4%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④住みたい地域について、あなたの考えにあてはまるものを１つ選び、番号を○で囲ん

でください。  

ほぼ半数にあたる 49.8％が「日常生活に必要な施設を徒歩で利用でき、たまに行

く施設へは公共交通を使用して行ける市内の地域に住みたい」と回答。次いで「ほ

とんどの施設を徒歩で利用できる市内の地域に住みたい」32.3％、「日常生活に必

要な施設を徒歩で利用できなくても、公共交通を使用して利用できる市内の地域に

住みたい」は 6.8％と少ない。 

居住地別 「大草野」「久間」「五町田」で「日常生活に必要な施設を徒歩で利用

でき、たまに行く施設へは公共交通を使用して行ける市内の地域に住

みたい」、「嬉野」「轟」で「ほとんどの施設を徒歩で利用できる市内の

地域に住みたい」の比率が高い。 

年齢別 全体と同様の傾向。「50 歳以上」で、「日常生活に必要な施設を徒歩で

利用できなくても、公共交通を使用して利用できる市内の地域に住み

たい」の比率がやや高くなる傾向。 

ほとんどの施設を徒歩で

利用できる市内の地域に

住みたい

32.2%

日常生活に必要な施設

を徒歩で利用でき、たま

に行く施設へは公共交通

を使用して行ける市内の

地域に住みたい

49.8%

日常生活に必要な施設

を徒歩で利用できなくて

も、公共交通を使用して

利用できる市内の地域に

住みたい

6.8%

わからない

5.2%

その他（他市町村がよい）

2.5%

無回答

3.5%
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⑤仮に不便な地域にお住まいで、日常生活に必要な施設が徒歩で利用できる地域へ住み

替えると想定してください。そのとき、どのような制度（支援）があるとよいですか。

あなたの考えにあてはまるものを２つ選び、番号を○で囲んでください。  

「住み替えに対する総合的な窓口」41.9％、「戸建て住宅購入・リフォームに対す

る助成」36.9％、「賃貸住宅の入居等に対する助成」29.9％、「住み替えに対する

情報提供」27.5％。 

居住地別 回答者数の少ない「吉田」「大野原」以外は、全体の比率と概ね似通っ

た傾向。 

年齢別 全体と同様の傾向。「10 歳代」「60 歳代」で「住み替えに対する総合

的な窓口」、「20 歳代」「30 歳代」で「戸建て住宅購入・リフォーム

に対する助成」の比率が他年代よりやや高い。 

４． コンパクトなまちづくりについて、ご意見などがありましたらご記入ください。

（自由記述） 

区分 票数 主な意見 

1.市街地整備 

11 拠点 1 人が集まる拠点となる施設の建設。 

12 駅周

辺整備 
5 

新幹線駅付近に商業施設（食品・日用品・飲食店）や病院等の実

現を。 

新幹線の駅を中心とした総合プランが必要。魅力あるまちにして

ほしい。 

新幹線駅だけでなく、高速道路のインター付近に郵便局、ポスト、

銀行、スーパーなどがあると良い。 

13 その

他 
5 

新幹線の完成に伴うまちの重心の移動に不安がある。 

中心地にはもっと緑が欲しい。 

町の活力を維持向上するため、観光を推進すべき。 

件数

379

249

175

334

271

179

19

69

1,675

７．その他

無回答

計

１．住み替えに対する総合的な窓口

２．住み替えに対する情報提供

３．空き家・空き地の活用に対する情報提供

４．戸建て住宅購入・リフォームに対する助成

５．賃貸住宅の入居等に対する助成

６．土地の売買に伴う税制等の優遇措置

選択肢

41.9%

27.5%

19.3%

36.9%

29.9%

19.8%

2.1%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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区分 票数 主な意見 

2.交通 

21 鉄道 4 

乗換の不要なフル規格の新幹線を整備してほしい。 

新幹線の開通に伴い、地元から通勤できる方法を考えてほしい。 

新幹線駅が必要だったか疑問。 

22 バス 36 

車の運転ができなくなったら、暮らし続けることができるのか不

安。コミニティバスや乗合いバス等は大変便利。これらが充実す

れば高齢者の免許が返上されるので事故も減る。 

公共交通による移動手段が確保できれば、利便性の高い場所への

転居も不要になる。 

使いやすい場所にバス停を設置し、運行本数も増やしてほしい。 

安価（無料）で移動できる市内を巡回するバスや買物バスがある

とありがたい。 

市内の機能充実には費用がかかるので、機能が充実している周辺

市へのバスを充実しては。 

23 公共

交通全般 
22 

乗り合いタクシーやミニバスの増設、金銭的補助や対象者への周

知徹底などが必要。 

交通の便が良くなってほしい。運行本数、運賃を利用しやすくし

てほしい。 

交通手段が増えれば、車の運転ができなくても、市街地に住んで

いなくても生活を続けることができる。 

3.生活サービス施設 

31 病院 11 

嬉野医療センターが嬉野新幹線駅周辺へ移転するので不便にな

る。バスは運行されるのか。 

病院の駐車場が少ないので増やしてほしい。 

在宅医療を充実してほしい。 

病院での待ち時間が長い。建物内に様々な科の病院が入っていれ

ば、個別に受診ができる。 

32 高齢

者福祉 
7 

高齢者向けのタクシー利用券や家賃助成を検討してほしい。 

弱者を守ることも大切だが、弱者が必要とされるシステムがあれ

ばよい。 

33 商業 51 

近くの食料品店等が無くなるとのうわさ。この先の生活が不安。 

ほとんどの用事が済ませられるような大型商業施設（ショッピン

グモール）があると便利。 

大型店舗はこれ以上必要ない。小さな店でもいいので対面式がよ

い。 

商店街の活性化が必要。町民が一体となって楽しめるイベントで

賑やかさを出す。 

衣料品店や飲食店が少なすぎる。本屋・映画館もほしい。 

商店街での高齢者による活性化。市営住宅の階下へコンビニを設

置し運営してはどうか。 

34 公

共・公益

施設 

8 

市役所の出入口の車の流れやセクションがわかりにくい。 

高齢者や子供が自由に集まれる場所が近所にあるとよい。 

リバティーや楠風館でイベント等を実施し有効に活用すべき。 

低所得者用の公営住宅を建設してほしい。 
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区分 票数 主な意見 

35 その

他生活サ

ービス 

16 

食料品、衣料や日用品等を、安価に宅配してくれれば助かる。 

買物が困難なので移動販売車の巡回をおねがいしたい。 

スポーツジムや温泉を利用したプール、宿泊施設がほしい。 

高齢者の 100 円温泉を月 2 回から月 3 回に増やしてほしい。 

コンパクトなまち中には、趣味や習い事ができる場所もほしい。 

36 生活

サービス

全般 

13 

必要な施設やサービスがまとまってあり、そこまでの交通網が整

っていれば生活しやすい。 

コンビニと夜間のみの診療所、保育所の合同施設などがあると良

い。 

コンパクトにまとまり、生活がしやすくなるように知恵を出した

い。 

商品を各地区の拠点に配達し、そこからボランティアなどが各家

庭へ配達するシステムを構築する。 

4.都市基盤施設 

41 道路 9 

国道や本通りを拡幅してほしい。朝、夕の渋滞をなくしてほしい。 

路上駐車は、歩行者にとって危ない。 

中心市街地へ直接短時間で結ぶ道路があると良い。 

嬉野庁舎や郵便局など、駐車場からの道をフラットにしてほしい。 

42 公園 6 
公園を増やしてほしい。 

小さくても良いので、きれいな砂場がほしい。 

43 歩道 3 歩道の整備の早期推進。 

5.将来のまちづくりについて（方針） 

51 自然

との共生 
4 

自然を活かしたまちづくりが理想。嬉野川を清掃し、魚いっぱい

の川に戻してほしい。 

52 子ど

も・若者

が住みよ

いまち 

7 

若年層が住みたいと思えるまちに。 

学童を地区住民で世話をする。 

小中一貫などにより経費を削減し、送迎バスを運行させてはどう

か。 

53 高齢

者が住み

よいまち 

9 

高齢者向けのサービス（タクシー割引、宅配、研修講座、医療施

設）の充実。 

近所の住民同士が助け合える地域づくりが必要。 

54 その

他全般 
41 

温泉等の観光資源を活用するべき。 

子供たちに歴史を伝え、語り継がれるような、文化的なまちづく

りを推進する。 

子供も高齢者も安心して住めるまちを希望する。 

新施設（店舗、医療機関、保育園など）では地元民を採用してほ

しい。 

ネットでも購入できるので、今後のまちづくりは、距離だけに焦

点を置いたものではなくなる。 

地域内で解決できることは、地域で解決するように促す。相互援

助の徹底。 

歩くのが不自由になると、居住と買い物が一箇所でできるとよい。 
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区分 票数 主な意見 

6.将来のまちづくりについて（取り組み） 

61 安

全・安心 
8 

安心・安全な暮らしができる住みよいまちにしてほしい。 

街灯や歩道の設置、野焼きの制限、自然災害・害獣対策等の実施。 

62 移

住・定住 
7 

買い物や医療面等で不便な地域に住む老人世帯へは、住みやすい

市街地への転居を促す。 

住宅購入助成など、転居を促すため優遇措置が必要。 

中山間地での定住施策として、ICT 活用による買い物支援、遠隔

診療などを実現する。 

63 企業

誘致 
6 

若者の雇用を増やすために、企業を誘致してほしい。 

市内で買い物ができるよう食料店以外の店舗を誘致してほしい。 

嬉野インター付近の農地を工業団地に整備して誘致活動を行う。 

64 空き

家・空き

地対策 

4 

空き家、空き農地を短期滞在（別荘＋貸農園）に活用する。 

空き店舗の有効活用（高齢者の憩い空間など）。空き店舗情報の発

信により利用を促進する。 

7.その他まちづくりについて 

13 
「コンパクトなまちづくり」が具体的にイメージできない。 

市によるまちづくり情報は、住民へ共有してほしい。 

8.その他 

81 行政

サービス 
5 

市政は住民目線でお願いしたい。 

ホームページ等を充実させ、住民へ情報を提供してほしい。 

82 生活

環境 
5 

近所との付き合いのある場所で住みつづけたい。 

体調によっては歩く事もできず、買い物（食料品）にも行けずと

ても不便。 

83 その

他 
21 

アンケートの回数が多く、負担に感じることがある。 

車の運転ができなくなった時の生活に不安がある。 
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